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◆目 的◆ 小学生を対象とした理科教室を実施。実験や工作を通じ、発見する喜びや考える力を育む。 

 

◆講 師◆ 科学読物研究会 坂口 美佳子 氏 

       

◆プログラム及び受講者◆ 

実施日時 タイトル 対  象 受講者／定員 

７月２３日（水） 

午前１０時～正午 「ＬＥＤでじっけん！～きれいな光の

ランプをつくろう～」 

小学３～６年生 ３５人／４０人 

７月２３日（水） 

午後２時～４時 
小学１・２年生 ２６人／４０人 

 

◆まとめ◆ 

サイエンスキッズは毎年夏休みに実施しており、子どもたちの自由研究などの助けとなっている講 

座である。今回の内容は、光の実験。青色ＬＥＤを含む３色の光の色の実験で光の３原色の性質を確

かめた。光はいろいろな光が混ざり合っていることをＬＥＤを使い実験し、白色光とＬＥＤの光の違

いも確かめた。最後に７色に自動変換するＬＥＤと和紙で自分だけのオリジナルランプを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サ イ エ ン ス キ ッ ズ 

【サイエンスキッズ】 
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◆目 的◆ 小学生とその親を対象とし、プラネタリウムや天体望遠鏡を使用した天体学習を行い、宇

宙や星空に対する参加者の関心を深める。普段は味わえない学びを親子で共有することで、

参加者の心を豊かにし、充実した日々の生活を送る基礎とする。 

 

※令和７年度は長寿命化改修工事のため開催していません。 

 

 

 

 

 

 

 

◆目 的◆ 健康に対する意識が高まる中、健康づくりに関する身近なテーマを学習する。 

 

◆講 師◆ 日本総合健康指導協会公認 カキラリスト 小布施 千鶴子 氏 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル／講師 受講者／定員 

１ 

５月２９日（木） 

午前１０時～ 

１１時 

ろっ骨エクササイズで身体機能を整えよう 
１７人 

  ／１５人 

 

◆まとめ◆  

日本総合健康指導協会公認のカキラリストの小布施千鶴子先生を講師にお招きし、音楽に合わせて

体を動かしながら、ろっ骨を中心に全身の関節へとアプローチして、機能解剖学等の身体の動きから

機能改善を目指す体のケアの仕方を学んだ。参加者からは「エクササイズの後で身体の動きが軽くな

った」という感想があった。 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ ど も 天 体 教 室 

さ わ や か 健 康 教 室 

【ろっ骨エクササイズで身体機能を整えよう】 
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◆目 的◆ これからの生活を見据えた年金などの社会保険、退職金、税金の仕組みのほか、資産寿命

の延伸や相続・贈与・終活などの概要について学び、セカンドライフを楽しく豊かな生活に

なることを目指す。 

 

※令和７年度は長寿命化改修工事のため開催していません。 

 

 

 

 

 

 

 
◆目 的◆ 成人を対象に、講義を通じて学ぶことの大切さや楽しさを確認するとともに、参加者の交

流を支援する。 

 

◆講 師◆ 重要無形文化財保持者総合認定 宝生流能楽師 小林 晋也 氏 

 

◆プログラム及び受講者◆ 

回 実施日時 タイトル 受講者／定員 

１ 
７月１日（火） 

午後２時～４時 
「能ってなぁに⁉」能のお話と実技体験 

２９人 

 ／２０人 

 

◆まとめ◆  

  重要無形文化財であり６００年を越える歴史ある日本の代表的な古典芸能「能」を難しいイメー

ジではなく楽しいお話と実技を交えた講義で身近な芸能として学ぶことができた。 

実技では、複式呼吸を取り入れた発声や体幹を使い姿勢を正した動きなど身体技法を修得し、舞

の基本を体験した。 

  学ぶ機会の少ない古典芸能のためか定員を超える申し込みがあり、受講後にはサークルへ加入す

る方もいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悠 ゆ う 大 学 

成 人 教 養 講 座 

【「能ってなぁに⁉」能のお話と実技体験】 
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◆目  的◆ 人権に対する正しい理解と認識を深め、生活の中にある人権問題への意識を高める。 

 

◆実施日時◆ ２月１６日(月) 午後２時～３時 

 

◆タイトル◆ 「人権問題きほんのき ～人権ってなあに？～」 

 

◆会  場◆ 図書館視聴覚室 

 

◆講  師◆ 埼玉県人権・男女共同参画課講師 高橋 厚裕 氏 

 

◆対  象◆ どなたでも 

 

◆定  員◆ ３０人 

 

◆受講者数◆ １７人 

 

◆まとめ◆  

埼玉県人権・男女共同参画課が実施している「人権・同和問題啓発講師」の派遣を依頼し、埼玉県

内で高等学校教諭、高等学校校長として勤務された経験をお持ちの高橋厚裕さんに講演していただい

た。 

「暮らしの中の人権」と題し、インターネットによる人権侵害やいじめ問題、子どもや高齢者の人

権、同和問題など日々の生活の中にある幅広い人権課題について、パワーポイント資料に基づきわか

りやすいお話をしていただいた。平日の実施ということもあり募集人数が思うように集まらなかった。

会場の図書館職員による館内放送で当日参加された方が３名いた。 

アンケート集計からは、「満足」が 10 人、「やや満足」が 2人、と高評価であった。また、差別につ

いての根深さを知ったなど、人権問題に対して関心が深まる意見があり事業開催の成果もみられた。 

時間的にも１時間の講義のため、聴講しやすかった。 

アンケート回答は、１７人中１４人が回答。 

                            

                                

 

 

 

 

 

 

  

人 権 教 育 講 座 

「人権問題きほんのき ～人権ってなあに？～」 
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◆目 的◆ 毎週日曜日、季節に応じたプラネタリウム番組を投映し、天文への関心を高める。 

 

◆対象／定員◆ どなたでも／各回９０人 

 

◆観覧者合計◆ 令和７年度観覧者   １，７２９人 

            内訳：子ども    ７７２人 

大 人    ９５７人 

 

◆プログラム及び観覧者◆ 

回 実施期間 タイトル 観覧者数 

１ 

【前年度継続】 

令和７年３月２日（日） 

～５月２５日（日） 

春番組 

「太陽しりたいようっ！ 

春の星座と太陽の科学」 

    ３０３人 

こども １３２人 

大人  １７１人 

（令和７年度分） 

２ 
６月１日（日） 

 ～ １０月１９日（日） 

夏番組（※） 

「ポンちゃん＆ミッちゃんハワイへ行く

～宇宙の謎にせまる～」 

１，４２６人 

こども ６４０人 

大人  ７８６人 

 

◆まとめ◆  

毎週日曜日、定員９０人、投映回数１日３回（午前１１時、午後１時３０分、午後３時）で実施

した。例年、季節ごとに番組を切替えて投映している。楽しく観覧していただけるように番組を投

映する前に季節の星座などの解説を行っており、好評である。 

※令和７年度は長寿命化改修工事開始のため、期間を延長し投映しました。 

 

 

 

  

  

      

プラネタリウム一般投映 

※投映なし 

【春番組】 【夏番組】 【秋番組】 【冬番組】 

※投映なし 
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◆目 的◆ 幼稚園や保育園などの団体からの依頼により投映と解説を行い、天文への関心を高める

とともに、プラネタリウムの活用を図る。（投映番組は実施期間中の一般投映と同じ） 

 

◆対象／定員◆ 概ね３０人以上の団体／９０人 

 

◆観覧者合計◆ 令和７年度観覧者   ２１団体   ７７０人 

                  内訳 ：子ども   ５７７人 

大 人   １９３人 

 

◆期間（番組）別観覧者数◆ 

実施期間 団体数 観覧者数 

令和７年４月６日（日） 

      ～５月２５日（日） 
１団体 

２５人 

こども  ２０人   大人   ５人 

５月２６日（月） 

     ～１０月１９日（日） 
２０団体 

７４５人 

こども ５５７人  大人 １８８人 

 

◆団体別観覧者数◆ 

団体種類 団体数 観覧者数 

小学校    市内  ２団体 

       市外  －団体 
２団体 

  １２６人 

    こども１１４人  大人  １２人 

中学校    市内  －団体 

       市外  －団体 
－団体 

    －人 

    こども  －人  大人   －人 

保育園（家庭保育室含む） 

       市内  ８団体 

       市外  －団体 

８団体 
２２４人 

  こども １８４人  大人 ４０人 

幼稚園    市内  ２団体 

       市外  １団体 
３団体 

１２１人 

    こども １０５人  大人 １６人 

その他（放課後児童クラブ含む）     

       市内  ４団体 

       市外  ３団体 

８団体 
２９９人 

こども １７４人  大人１２５人 

 

◆まとめ◆  

団体からの依頼により一般投映のある日曜日と、休館日の月曜日を除く希望日時を考慮のうえ主

に火曜日と木曜日に実施した。投映依頼のあった団体としては保育園が最も多く、続いて幼稚園か

らの依頼が多かった。また、小学校からは施設見学を含めての申し込みも見られた。今後も団体か

らの日程や人数の希望を十分考慮のうえ、団体投映を実施していきたい。 

  

プラネタリウム団体投映 
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◆目 的◆ 学校の長期休み期間中や県民の日などに実施する。投映を増やすことで、親子で楽しむ 

機会の提供とする。（投映番組は実施期間中の一般投映の他に、季節の神話も投映） 

 

◆対象／定員◆ どなたでも／各回９０人 

 

◆観覧者合計◆ 令和７年度 観覧者    ５９４ 人 

           内訳：子ども   ２６９ 人 

              大 人   ３２５人 

 

◆開催日及び観覧者数◆ 

名 称 実施日 投映回数 観覧者数 

ゴールデンウィーク 

特別投映 
５月４日（日）・６日（火） 

各３回 

全６回 

１１９人 

こども  ５１人 

大 人  ６８人 

夏休み特別投映 

７月２４日（木）・７月３１日

（木）・７日（木）・１４日

（木）・２１日（木）・２８日

（木） 

各２回 

全１２回 

１８０人 

こども  ９８人 

大 人  ８２人 

彩夏祭特別投映 ８月２日(土)・３日（日） 
各２回 

全４回 

１９３人 

こども  ８５人 

大 人 １０８人 

サマーフェスティバル 

特別投映 
８月２３日（土） １回 

１０２人 

こども  ３５人 

大 人  ６７人 

文化祭特別投映 

※長寿命化改修工事のため、

実施していません。 

 

 

 －回 

  －人 

こども   －人 

大 人   －人 

県民の日特別投映  －回 

 －人 

こども   －人 

大 人   －人 

クリスマス特別投映 －回 

 －人 

こども    －人 

大 人    －人 

冬休み特別投映 －回 

 －人 

こども   －人 

大 人   －人 

春休み特別投映 －回 

 －人 

こども   －人 

大 人   －人 

 

◆まとめ◆  

特別投映は、学校の長期休み期間中や彩夏祭、サマーフェスティバルなどのイベントに合わせて

プラネタリウムに親しんでもらうことを目的として実施した。 

今後もプラネタリウム観覧を通して天文に興味をもっていただけるよう事業を継続し、ホームペー

ジなどを活用し、多くの方に観覧していただけるよう啓発していきたい。  

プラネタリウム特別投映 
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◆目 的◆ 公民館利用団体が日ごろの学習成果を発表し、相互の親睦を深めるとともに、地域の方々

との交流を図る。 

 

◆実施日時◆ ８月２３日（土）午前１０時～午後５時（展示・コンサートなど） 

              （午後５時～午後７時 ダンスパーティー） 

         ２４日（日）午前１０時～午後４時 

 

◆主 催◆ サマーフェスティバル実行委員会 

中央公民館利用団体連絡協議会 

中央公民館・コミュニティセンター 

 

◆対  象◆ 公民館利用団体・市民 

 

◆期間内入場者数◆ 延べ４，５５２人（２日間） 

 

◆参加団体◆ ・展示部門           １１団体 

・行事部門（模擬店･体験講座等） １２団体 

・発表部門           １９団体 

・鳴子踊り            ２団体 

 

◆まとめ◆ 

 長寿命化改修工事による長期間の休館を前に開催された第４０回サマーフェスティバルには、延べ

４４団体が参加した。団体数は例年と大きな変わりはなかったが、節目の第４０回として記念イベン

トのバルーンアートやガチャガチャの実施、朝霞市のマスコットキャラクターのぽぽたんが来館者を

おもてなしするなどの効果もあり、来館者数が４，５５２人と昨年度の３，１１２人から大きく増加

した。例年通り実施した３階ホールでの発表、プラネタリウム内でのコンサートも、４０回積み重ね

てきた一体感を参加団体と来館者が共有できた。 

参加団体にとっては、日頃の学習・活動成果を発表することにより、構成員の数を増やしていくき

っかけとなる重要なイベントであるとともに、公民館にとっては、多くの方々に公民館事業に対する

理解を深めていただくいい機会であると捉えており、今回、昨年に引き続き実施したスタンプラリー

や１階ロビーでのコンサートなどにより、こどもから大人まで幅広い年齢層の来場者に公民館を身近

に感じていただく絶好の機会となった。 

 

 

   

 

  

第 ４ ０ 回  サ マ ー フ ェ ス テ ィ バ ル 

ポスター 
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  開会式           記念撮影会          展示・模擬店 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

体 験            体 験             展 示      

 

 

 

     

 

 

 

  

  

ガチャガチャ          コンサート           コンサート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ロビーコンサート     ロビーコンサート（鳴子）   コンサート、プラネタリウム 
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サマーフェスティバル プログラム 
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◆目 的◆ 日ごろの公民館活動における学習成果の発表と、サークル及び利用者相互のコミュニケー

ションを図る。 

 

◆実施期間◆ 通年（適宜、作品を入れ替え） 

 

◆まとめ◆ 中央公民館利用団体連絡協議会加入団体による展示コーナーとして実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【朝霞市写真連盟による展示】 

 

 

 

 

  

中央公民館常設展示コーナー 



 

 


